
非常に不満 不満 普通 満足 非常に満足 その他

0% 0% 38% 58% 4% 0%

全くできなかった できなかった どちらでもない 出来た よく出来た その他

シラバスに基づいた授業展開
0% 2% 8% 60% 30% 0%

シラバスに記載したCP，DPの対応
0% 0% 9% 68% 23% 0%

来年度に向けた改善点の抽出
0% 0% 8% 72% 20% 0%

授業計画 （シラバス内容） 教材の開発 授業の準備 教授法 成績評価 クラスルームの活用

30% 34% 13% 57% 13% 11%
令和５年度に向けて，

授業改善を行いたい項目
（複数選択可） その他（フィードバックの方法，アクティブラーニングなど）

13%

国際関係学部

アンケート結果及び一年間の学生からのコメントやフィードバックを元に、来年度の授業計
画の適切な改善を試みた。

授業は、概ねシラバス通りに実施することができた。授業時間外の学修や教員への質問
（あるいは学生同士の議論）については、依然として積極的に取り組めていない学生が多
く、課題が残る結果となった。今回のアンケート結果を踏まえ、さらに改善策を検討してい
きたい。

教員の意識と学生の評価のギャップについて、考える機会となった。学生に向けて多くの
資料や準備が必ずしも評価につながらないことがある。（多すぎる、大変などの理由）難し
いところだが、学びの多い、授業としたい。

学生のレベルが落ちているのでそれに合わせた適応が必要と感じている。

令和５年度授業評価
アンケート結果による

自己評価（抜粋）

令和５年度授業評価
アンケート結果について

令和５年度授業評価アンケート結果に基づく
令和６年度の授業改善計画報告書

各授業、学生の満足度は比較的高かったようです。授業時間外での学習時間が少なかっ
た点が反省点です。

令和５年度の授業改善計画
（抜粋）

以　　　　上

コロナ禍を得て、観光の状況も変わってきた、授業内容について、時代の流れとニーズを
踏まえ、学生の関心と学びの重要性を総合的に考えた授業の内容としたい。

試験問題がわかりにくいというコメントがあったので令和六年度は対応したい。

毎回の授業に対する予習の明確化、試験が難しいとのことだったので試験に関する復習
時間を入れる。

リアクションペーパーやレポートに対するフィードバックの機会を増やす。復習やクイズを行
うなどしてさらに理解の深まる授業を行いたい。

出席の取り方については、授業の冒頭で少し時間を置いてから出席を取ったが、他の授
業ではどうなのか、もう少し他の教員にヒアリングを行い、ベストプラクティスを見つけてい
きたい。


